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抜
擢
さ
れ
た
副
市
長

職
。
高
島
市
の
将
来
展
望
を

見
極
め
、
市
長
の
施
政
方
針

を
ど
の
様
に
展
開
す
る
か
。

単
な
る
イ
エ
ス
マ
ン
で
は
な

く
提
案
者
の
立
場
で
市
政
に

貢
献
さ
れ
た
い
。
そ
の
思
い

を
伺
う
。

 

副
市
長

　

経
済
成
長
と
社
会
成
長
を

同
時
に
求
め
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
高
島
市
が

と
る
べ
き
方
向
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
成

長
を
追
求
す
る
上
で
重
要
な

こ
と
は
、
住
民
自
治
の
充
実

で
す
。
住
民
参
加
体
制
を
も

っ
て
、
誇
り
を
持
て
る
ふ
る

さ
と
を
作
り
上
げ
た
い
と
考

え
ま
す
。

 

政
策
部
長
は
県
職
員
か

ら
大
抜
擢
さ
れ
、
市
長
に
新

し
い
感
覚
と
行
政
手
腕
を
請

わ
れ
た
。
政
策
立
案
、
実
行

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
議
会
と

の
折
衝
等
、
大
変
重
要
且
つ

高
島
の
将
来
を
見
据
え
た
施

策
が
求
め
ら
れ
る
。
歳
入
確

保
は
益
々
厳
し
く
、
歳
出
要

求
が
限
り
な
く
膨
ら
ん
で
行

く
。
職
責
を
全
う
す
る
思
い

を
伺
う
。

 

政
策
部
長

　

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て

も
、
政
策
は
着
実
に
具
体
化

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
施
策
も
担
い
手
・

資
源
・
仕
組
み
が
か
み
合
っ

て
こ
そ
、
実
効
力
を
持
っ
て

展
開
さ
れ
ま
す
。
既
存
の
地

域
資
源
を
活
か
す
こ
と
で
、

持
続
性
が
期
待
で
き
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

教
育
の
今
日
的
課
題
と
し

て 

人
権
尊
重
と
社
会
教
育

の
重
要
性
に
つ
い
て
。

 

教
育
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
応
じ
た
学
習
の
機
会

を
用
意
す
る
こ
と
、
ま
た
、

各
団
体
の
人
権
問
題
へ
の
取

り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
よ

う
、
支
援
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

 

学
力
向
上
と
教
職
員
の

精
神
的
・
時
間
的
余
裕
の
創

造
に
つ
い
て
伺
う
。

 

学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
見
直
し
、
指
導
の

改
善
や
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
指
導
上
の
問

題
を
担
任
が
一
人
で
抱
え
込

ま
な
い
よ
う
、
組
織
的
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

 

教
育
委
員
会
の
審
議
と

提
案
機
関
と
し
て
の
役
割
に

つ
い
て
伺
う
。

 

計
画
策
定
に
つ
い
て
も

議
論
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

実
質
的
な
提
案
が
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

 

市
長
部
局
の
関
与
に
つ

い
て
伺
う
。

 

教
育
委
員
会
所
管
の
事

務
に
つ
い
て
も
、
予
算
編
成

等
の
財
産
的
権
限
は
市
長
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
、
常

に
連
携
し
て
い
ま
す
。

福
井
市
長
の
施
政
方
針
を
幹
部
職
員

は
ど
う
実
現
さ
せ
る
か

石
田　
　

哲　

議
員

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
普
通
に
暮
ら
し
、
地
域

の
一
員
と
し
て
、
共
に
生

き
る
社
会
づ
く
り
の
具
体

的
な
取
り
組
み
を
伺
い
ま

す
。 

相
談
支
援
体
制
の
充
実

と
連
携
強
化
は
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ン

パ
ス
を
開
所
し
、
支
援
体
制

の
充
実
を
図
る
他
、
高
島
市

障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会

を
軸
に
、
地
域
課
題
を
研

究
・
検
討
し
て
い
ま
す
。

 

相
談
窓
口
の
周
知
お
よ

び
広
報
、
情
報
提
供
の
充
実

は
。 

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
啓
発
し
て
い
ま
す
。

 

権
利
擁
護
支
援
、
お
よ

び
、
生
活
支
援
の
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
・
体
制
整
備

は
。

 

各
健
康
い
き
い
き
応
援

セ
ン
タ
ー
や
コ
ン
パ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
が
連

携
し
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

 

障
が
い
・
発
達
に
応
じ

た
教
育
の
充
実
は
。

 

個
別
の
指
導
計
画
を
作

成
し
、
き
め
細
か
な
指
導
・

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

 

雇
用
促
進
・
就
労
支
援

の
充
実
は
。

 

市
内
従
業
員
を
増
員
い

た
だ
い
た
事
業
所
に
は
、
雇

用
促
進
奨
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
「
働
き
・
暮

ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー
」
が
中

心
に
な
り
、
個
別
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

情
報
を
共
有
し
、
雇
用
機
会

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

災
害
・
緊
急
時
の
支
援

体
制
は
。

 

「
高
島
市
災
害
時
要
援

護
者
制
度
」
を
設
け
、
自
力

避
難
が
困
難
な
方
に
は
登
録

の
申
請
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

 

Ｊ
Ｒ
各
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
。

 

引
き
続
き
関
係
機
関
へ

の
要
望
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。安

曇
川
駅
周
辺
の
再
生
に

つ
い
て

 

旧
平
和
堂
の
建
物
や
地

権
者
と
の
交
渉
状
況
は
。

 

産
業
経
済
部
長

　

関
係
者
と
面
談
し
て
い
ま

す
が
、
具
体
的
計
画
は
聞
い

て
い
ま
せ
ん
。

 

建
物
所
有

者
等
に
対
し

て
、
執
行
部
と

議
会
が
一
体
的

な
行
動
を
起
こ

す
べ
き
で
は
。

 

検
討
委
員

会
の
議
論
を
踏

ま
え
、
そ
う
し

た
組
織
に
積
極

的
に
対
応
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
よ
り
重

要
と
考
え
ま
す
。

 

活
性
化
検
討
委
員
会
の

立
ち
上
げ
の
進
行
状
況
は
。

 

政
策
部
長

　

遅
く
と
も
今
年
度
中
に
は

立
ち
上
げ
ま
す
。

 

「
中
心
市
街
地
活
性
化

法
」
の
取
り
組
み
等
の
考
え

は
。 

法
改
正
で
国
か
ら
の
支

援
が
な
く
な
り
、
現
在
は
公

的
支
援
を
受
け
て
お
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
活
性
化
は
大 

き
な
課
題
で
す
。
様
々
な
角

度
か
ら
検
証
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の充

実
に
つ
い
て

秋
永　

安
次　

議
員

 

学
校
保
健
法
に
よ
る
歯

科
健
診
で
要
治
療
の
児
童
生

徒
が
４
割
で
あ
る
。
そ
の
55

％
が
未
治
療
だ
。
経
済
的
理

由
で
行
け
な
い
児
童
も
い

る
。
歯
科
通
院
助
成
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

市
の
財
政
状
況
を
見
据
え

な
が
ら
、
検
討
を
進
め
ま

す
。

　

親
の
収
入
が
少
な
く
、
子

の
貧
困
が
増
え
て
い
る
。

 

学
校
給
食
費
や
学
用
品

の
一
部
を
支
援
す
る
就
学
援

助
を
申
請
し
易
く
。

 

主
席
教
育
次
長

　

全
保
護
者
あ
て
に
給
付
申

請
に
関
す
る
文
書
を
配
布

し
、
制
度
の
目
的
と
手
続
き

方
法
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
制
度
の
お
知
ら
せ
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

 

認
定
基
準
額
と
支
援
額

の
引
上
げ
を
。

 

就
学
援
助
は
、
生
活
保

護
基
準
額
等
を
使
っ
て
認
定

し
ま
す
。
生
活
保
護
法
の
改

正
内
容
に
注
視
し
、
必
要
な

援
助
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

い
た
し
ま
す
。

妊
産
婦
が
安
心
で
き
る
高

島
市
を

 

民
間
産
院
が
こ

の
秋
、大
津
に
移
転
。

３
０
０
人
超
の
妊
産

婦
さ
ん
に
、
安
心
の

周
産
期
医
療
環
境
が

市
民
病
院
に
で
き
た

か
。 

病
院
事
務
部
長

　

市
民
病
院
で
の
出

産
希
望
の
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
可

能
な
限
り
受
け
入
れ

で
き
る
よ
う
体
制
整

備
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
移
転
さ
れ
る
産
院
や
大

津
赤
十
字
病
院
等
と
連
携
を

と
り
、
妊
婦
さ
ん
が
安
心
で

き
る
環
境
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

 

市
外
に
通
う
妊
産
婦
に

通
院
助
成
を
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

市
民
病
院
に
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
て
い
た
だ
く
よ
う

要
請
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
状
で
は
必
要
な
い
と
考
え

ま
す
。

市
民
目
線
の
土
木
行
政
を

 
市
発
注
測
量
業
務
の
営

業
所
登
録
業
者
は
、
法
令
順

守
出
来
て
い
る
か
。
監
察
と

指
導
を
強
め
、
市
内
業
者
の

受
注
機
会
拡
充
と
技
術
力
向

上
を
。

 

総
務
部
長

　

法
人
税
の
納
税
証
明
書
の

他
、
状
況
確
認
が
で
き
る
地

図
や
写
真
の
添
付
等
を
義
務

付
け
、
実
態
把
握
と
法
令
順

守
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
業
者
へ
の
受
注
機
会

拡
大
に
繋
が
る
発
注
方
法
が

な
い
か
等
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 

国
道
３
０
３
号
歩
道
拡

張
は
、
沿
線
の
声
を
聞
き
、

未
計
画
区
間
の
路
肩
・
側
溝

の
安
全
対
策
を
。

 

土
木
交
通
部
長

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
今
後
も

自
治
会
を
窓
口
と
し
て
安
全

対
策
事
業
を
進
め
て
い
く
方

針
で
あ
り
、
路
肩
・
側
溝
安

全
対
策
に
つ
い
て
も
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
と
県
か
ら

聞
い
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
む
し
歯
治
療
費

助
成
を

森
脇　
　

徹　

議
員

安曇川駅前の旧平和堂店舗

高島市人権推進協議会人権研修会の様子

市民病院「産婦人科待合室」




